
～お問い合わせ～

あきる野市都市整備部

生活排水対策課浄化槽担当

電話： ０４２－５５８－１１１１

内線： ２７５２

◆清掃料金の補助について ※自身の居住する住宅のみ

市内の下水道が整備されていない、または下水道が供用開始されてから

１年以内の地域で、清掃を行う住宅に住民登録のあるご家庭に清掃費の一

部を補助します。清掃業者が補助額を差し引いた残りの額を請求しますの

で、その金額をお支払い下さい。ご不明な点等ありましたら、浄化槽担当ま

でご連絡ください。



保守点検は、浄化槽のいろいろな装置が正しく働いているかを点検し、装置や機械の調整・修理、異物

や汚泥の状況を確認します。通常実施される年１回の清掃以外に、汚泥の引き抜きや清掃時期の判定、

消毒剤の補充といった作業を行います。家庭用の小型合併浄化槽では４か月に１回（処理対象人数が２

１人以上のものは３か月に１回）以上行うよう定められています。保守点検は、知事の登録を受けた保

守点検業者と契約を行って下さい。

・保守点検に関する問い合わせ先

東京都 多摩環境事務所 廃棄物対策課 浄化槽担当 ☎ ０４２－５２８－２６９２

浄化槽に流れ込んだ汚水は、処理の過程で必ず汚泥や異物といった泥の塊が生じます。これらが溜ま

り過ぎると浄化槽の機能に支障をきたし、処理が不十分になったり、悪臭の原因になったりします。そ

こでこうした汚泥を槽外へ引き抜き、附属装置や機械類を洗浄したり、掃除する作業が「清掃」です。

年１回以上（全ばっ気型は半年に１回以上）実施しなければなりません。清掃を実施する場合は、浄化

槽清掃業の許可を区市町村から受けた業者に委託してください。

・清掃業者連絡先

秋川地区 （株）スイーピングサービス ☎０４２－５９７－６１１２

五日市地区 （有）五日市清掃 ☎０４２－５９６－０５１７

浄化槽法では、浄化槽管理者は「水質に関する検査」を受けなければならないとされています。日頃

の保守点検や清掃の状況や浄化槽からの放流水が周辺環境を汚していないかをこの検査で確認するも

ので、大変重要です。この水質の検査は、浄化槽法で定められていることから、一般に法定検査と呼ば

れています。

定期検査（浄化槽法第１１条）は、年１回受けなければならない検査です。

この検査は、東京都知事の指定した検査機関に、浄化槽管理者（浄化槽の所有者）が検査を申し込む

ことが必要です。

・東京都指定検査機関

公益財団法人 東京都環境公社 多摩分室 ☎０４２－５９５－７９８２

１ 保守点検を定期的に行いましょう（浄化槽法第１０条）

２ 清掃を１年に１回以上行いましょう（浄化槽法第１０条）

３ 法定検査を１年に１回受けましょう（浄化槽法第１１条）


